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A Gender Gap in "KODOMONOTOMO"

月刊物語絵本『こどものとも』創刊号から504号までを資料として，テキスト及び

イラストレーションの作者，主人公の性差を手がかりにしながら，絵本に表れたジェン

ダー・イメージの変化について考察した。こどもをとりまく社会環壕の変化が絵本製作者

や登場人物に影響を与えていることがわかった。
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Ⅰ．はじめに

自分が男女の二つの性の中でどちらに属するかというジェンダー・アイデンティティは，

言語の習得と同様に幼児期のかなり早い段階に習得され，いったん習得されると変更が非

常に難しいと考えられている。ジェンダー・アイデンティティは，子どもがこの世の中に

生命を受けた隙間から，命名，衣服や遊具の選択ばかりでなく，しつけや日常生活の中で

の接し方などによって形成され，家庭内にとどまらず，教育機関や人間関係の中で刷り込

まれ，あらゆる機会に強化されていく。そして，幼児期に様々な文化財から与えられるジェ

ンダー．イメージは，気づかないうちに子どもたちの中に蓄積され，ジェンダー・アイデ

ンティティ形成に有効に働きかけると考えられる。

児童文化財のうち絵本は，読み手を必要とし，何度も繰り返し読むという特性を持って

いる。読み手として保育者や大人が介在することで，受け手である子どもは主人公を理想

像や基準のめやすとして受け取る可能性が高く，また，繰り返し読むことによって，与え

られたジェンダー・イメージは強化．蓄積される可能性が高い。

幼児向けに出版された絵本が，ジェンダー・アイデンティティ形成に果たす役割につい
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て，40年以上の長期にわたって刊行されている月刊予約物語絵本『こどものとも』を資料  

として絵本づくりや主人公の性差を辛がかりにジュンダ∵・イメージの変化の把撞を行っ  

た。  

Ⅱ．ジェンダー・イメージに関する研究の流れ  

メディアにおける研究は，落合恵美子によって，女性雑誌を資料として女性役割がどの  

ように演じられてきたか歴史的変遷分析が行われている1）。絵本を含んだ児童文学全般  

では，きどのりこが男女の役割が逆転したドラマの展開する作品や意志を持って行動し，  

自立する女主人公が誕生していることを述べている2）。絵本の主人公に投影されたジェ  

ンダーイメージについては，藤枝清子3），三宅興子らの研究4）がある。藤枝は，従来名作，  

傑作，古典と評価されている絵本のイデオロギー分析を試み，「絵本に措かれる世界は，  

現実の世界よりも邁かに現状維持思考であり，性差別的であり，型にはまっている。」と  

述べ，日本の作品に措かれた女の子の主人公には，鋳型にはめられた女らしさが存在する  

ことを指摘している。女主人公は，能動性，積極性を押さえられ，主体性を発揮するのは，  

料理や買い物などの家庭的な役割の場面に限られている。一方，外国の作品の中には肯定的，  

主体的な主人公が存在し，従来のパターンを打破する作品があることを明らかにしている。  

また，三宅らは『こどものとも』1号から400号までの歴史的な研究の中で，「rこども  

のとも』全体は都会的，東京中心的で生活主体が希薄というだけでなく，現状維持志向を  

濃厚に持っている」と『こどものとも止の雑誌としての性格を位置づけた上で，前述の藤  

枝の研究に基づいてフェミニズムの立場からの考察を行っている。「絵本づくりの面から  

考えれば，保育者や親の啓蒙を大きな課題とし，ともに歴史を作ってきた『こどものとも』  

はイデオロギーを伝えるという点で，自覚的ではなかった」と藤枝と同様に，『こどもの  

とも』にも型にはまった女の子像の存在を指摘している。  

Ⅲ．研 究 の 方 法  

わが国において，婦人雑誌を主な媒体として，近代的な夫婦を中心とした家族のイメー  

ジが形成されてきたのは1920年代であり，一般化するのは1950年代になってから  

である。「現状維持的志向」の強いこども向けの単行本絵本に，近代的な夫婦中心家族の  

イメージが反映するには，ある程度の期間が必要であると考えられる。『こどものとも』  

が1956年から継続して刊行されていることは，時間的変化を把握する上での利点を  

持っていると考えられる。また，月刊予約という形態，つまり，定期購読者を持ち，年度  

を一つのサイクルとして企画がたてられる，ということによって，単行本絵本に比べ，社  

会的な動きを敏感に掴み製作者の意欲的な試みが反映しやすいと考えられる。そこで，年  

度を一区切りと考えるために504号までを分析の対象とした。分析の視点は①作者（テ  

キスト・イラストレーション）の性別，②主人公の性別，③主人公の性格や行動にみられ  

るジェンダー・イメージ，①ストーリーの展開に投影されたジェンダー・イメージである。   
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分析の対象として使用するrこどものとも』を刊行している福音館書店は，1916年  

聖書とキリスト教関係書を扱う文書伝道の店として金沢市に創設され，学習参考書の出版  

を行い，教育現場へは実物見本を用いる宣伝販売方法を用いていた。  

1953年，童話一日一語と幼児教育を中心とした月刊誌『母の友』が創刊され，さらに，  

1956年，『こどものとも』が創作物語を中心に，毎号1つの物語に一人の画家が全場  

面を通して，挿し絵を付けるペーパーバック版の月刊物語絵本として誕生した。創刊当時は，  

r母の友」に掲載された「童話一日一語」の作品が『こどものとも』で絵本化される例が  

多く5），rこどものとも』にとって『母の友』は，雑誌としての母胎ばかりでなく，作品  

の母胎ともいえる。学習参考書の刊行当時の，現場への実物見本による宣伝販売の方法は，  

『こどものとも』に受け継がれ，幼稚園・保育所を通して定期購読者を募る，月刊予約絵  

本という形式を取るようになった6）。  

1962年，確実な購買層が存在していることが把握されてから，増貫し内容はさらに  

充実した。創刊号から11号までに対してサンケイ出版文化賞が贈られ，客観的に評価さ  

れたことによって，学習参考書部門から撤収し，「絵本の福音館」として出版活動を一本  

化し，『こどものとも』は福音館書店の中心的な活動となった。その後，1969年『か  

がくのとも』，1973年F普及版こどものとも』（1986年『こどものとも年中版』と  

改称），1977年『年少版こどものとも止が創刊され，現在の年長児を対象とした性格  

を確立した。  

Ⅴ．結果及び考察  

（1） 作者の性別  

1－504号までの作者（テキストイラストレーション）の性別は表1及び図1，2  

に示した。数量的視点からみるとテキストについては，男性優位から女性優位へ，イラス  

トレーションについては男性優位から男女均衡へという変化がみられた。また，テキスト  

とイラストレーションの組み合わせは，男性個人と男性ペアの割合が減り，男女ペアは構  

造い，女性個人と女性ペアの占める割合は増加している。女性の比率が特に高い年度は，  

テキストが1980年，1986年，イラストレーションは1980年，84年，86年  

年である。1960年代未から70年代初頭にかけて，欧米の工業先進国では「ウーマン・  

リブ」と呼ばれる新しい女性解放運動が起こり，世界的なレベルで固定的な男女性別役割  

を打破する運動が起こってきた。1967年，国連は「婦人に対する差別撤廃条約」を採  

択し，1972年の第27回総会で1975年を国際婦人年とし，女性の地位向上を図る  

行動を起こす決定をした。1976年から85年を「国連婦人の10年」と制定し，中間  

年の1980年のコペンハーゲン会議では，雇用・教育・保健の重要性を強調する後半期  

の行動計画を採択し，女子差別撤廃の署名を行った。わが国もこの動きに同調し，198  

5年男女雇用機会均等法を制定した。テキスト及びイラストレーションへの女性の進出は  

これらの動きの影響であると考えられる。   
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表1 rこどものとも』ト504号の作者及び主人公の性別  

年度  号数▼              特記事項：『こどものとも』と社会的な  
動き，引用した作品    ♂  ♀  ♂  ♀  ♂      不詳   

1956  

1957  

1958  

1959   

0  

2  

之  

口  

口  

0  

口  
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口  
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ロ  
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0  
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0  

口  

口  
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0  

0  

0  

0  

0  
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2  

2  
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ロ  
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図1 テキスト作者の性別  図2 イラスト作者の性別  

（2） 主人公の性別   

図3が主人公の性別を示したものである。創刊当時の圧倒的男性優位がやや軽減されて  

いく傾向がみられる。女性作家の進出により，女性主人公（女の子，おばあさん）のシリー  

ズが複数作られたことが影響していると考えられる。  

■不明または無し  

■男女  

宙女性  

■男性  

Ⅰ期（ト15¢） 町期（157－  Ⅱ期（36ト  
380）  504）  

図3 主人公の性別  

（3）主人公の性格や行動にみられるジェンダー・イメージ及びストーリーの展開に投影され  

たジェンダー・イメージ  

1－504号までをⅠ期：『かがくのとも』が分離する，創刊から156号まで，Ⅱ期  

：現在の『こどものとも』の形式になり，社会的に女性の社会進出が進んだとされる36  

0号まで，Ⅲ期：それ以降504号までに3区分し，分析した。  

①Ⅰ期  （1－156号，  1956．4－1969．3）  主人公は圧倒的に男性が多い。テキストは  

昔話から取り上げられたものが4分の1を占めている。『かがくのとも』分離直前の19  

63年からの3年間は科学的なものや社会的なテーマが多く取り上げられている。昔話以  

外の女の子の主人公としては，男性ペアの「かいたくちのみゆきちゃん」（44），「みゆきちゃ   
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んまちへいく」（59）がある。開拓地で両親と暮らすみゆきちゃんは，乳しぼりをする父親  

の傍らで馬の番をしたり，卵集めをする。子どもの生活感がなく，母親の仕事は開拓者と  

して共同作業をするのではなく，家事労働に中心が置かれている。男の子の主人公は男女  

ペアによる，「たろうのばけつ」（51）「たろうのともだち」（70）（133），「たろうのおでかけ」  

（85），のシリーズとその後シリーズ化される女性ペアによる，「ぐりとぐら」（93），「ぐり  

とぐらのおきゃくさま」（129）がある。たろうはみゆきちゃんと同様に生活感は乏しいが  

色彩の鮮やかさで子どもを引きつけ，作者は保護者なしの外出を冒険ととらえている。「ぐ  

りとぐら」は画面や名前から主人公の性別の判断は付かない措かれ方をしている。せりふ  

の中に「ぼくら・‥」があって初めて男の子であることに気づかされる。「このよでい  

ちばんすきなのは，おりょうりすること，たべること」というせりふと実際の行動で，家  

事の中でも科理への積極的な参加を見せる。この時期のシリーズ作品は，一作品ずつ独立  

したシリーズであり，シリーズ内での成長や話の展開はみられない。   

昔話によるテキストが多いことは，主人公や登場人物に老人が多く登場することにつな  

がっている。「昔々，あるところにおじいさんとおばあさんが居りました。」というせりふ  

に代表されるような，ストーリーの背景として措かれる概念的な老人であったり，主人公  

に知恵を授ける役割等が与えられている。「てじなしとねこ」（89）は創作物語の主人公と  

して登場する初めてのおじいさんであるが，画面そのものの色彩が暗く，主人公の個性は  

あまり感じさせられない。  

7－360号，  1969．4～1985．3）  わが国の60歳以上の人口比率が7％  

を越え，高齢化社会といわれるようになった1970年と，世界的に女性の地位向上が叫  

ばれた，1976から85年の「国連婦人の10年」を含むこの時期は，『こどものとも』  

にもそれらの社会の動きが大きく反映された。テキスト作者については男性優位が崩れ，  

女性優位の一時期を経て男女均衡になった。生き生きとした個性を持つ登場人物が増え，  

さらに，老人の自立や労働を意識した作品が登場したことが新しい動きといえる。一人住  

まいの老人は，Ⅰ期の「たからさがし」（104）に主人公ウサギのギックのおばあさんが準  

主人公ではあるが個性的な存在感のあるおばあさんとして登場した。Ⅱ期では，他に「お  

ばあさんのスプーン」（165），「だれかがパイをたべにきた」（171），「のんびりおじいさん  

とねこ」（196），「いちごばたけのちいさなおばあさん」（206），「おばあさんのいないまに」  

（230），「66このたまご」（254），「いたずらおばけ」（263），「まいごのまめのつる」（318），  

「あめふり」（338）があり，いずれも独居老人が主人公となっている。ほとんどが動物と  

一緒に生活しており，一見，自立しているように見える。しかし，老人が大切にしている  

拠り所を失いかけているとき，動物達の援助でそれを取り戻すという受け身的な筋の展開  

が共通しており，本当の意味での自立とはいえない。「66このたまご」はあなぐまに盗  

まれた卵を自力で取り返すおばあさんの話で，ストーリーは勇敢なおばあさんだが，絵の  

表情が乏しく読者に訴えるものが少ない。この中で唯一おじいさんの主人公である「のん  

びりおじいさんとねこ」は，ひとりぽっちで釣った魚を売って暮らすおじいさんのところ  

へふらりとやってきた猥が，「もうどこへも行かないで，ここにいることにしよう」と居  

着いてしまうまでのストーリーである。釣った魚を次の釣りの餌にして，悠々自適の生活  

を送るマイペースのおじいさんと空腹のためにせっかちになっている猫の対比と，単純な  

色彩だが画面いっぱいに展開するダイナミックな動きが印象的である。   
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同一主人勾ではないが，林明子のイラストレーションによる作品はすべて女の子を主人  

公としている。筒井頼子のテキストによる rはじめてのおつかい』（240），Fあさえとちい  

さいいもうと』（278）『いもうとのにゆういん』（323），神沢利子のテキストによる『いっ  

ていらっしゃい，いってきますJ（328）がこの時期に作られている。rはじめてのおつかいJ  

は前述の藤枝，三宅らの分析では『たろうのおでかけ」と比較し，両作品を「幼い子が保  

護者なしででかけていくストーリー」を冒険という範疇でくくり，男の子はダイナミック  

な冒険をするのに対して，女の子の冒険は小心な世界であり，元気のなさを指摘している。  

しかし，『たろうのおでかけ止は仲良しのまみちゃんの誕生日お祝いへ出かける個人的で  

気楽な外出であるのに対し，『はじめてのおつかい』は家事で手の放せない母親に頼まれて，  

殊のために牛乳を買いに行くという責任ある外出である。筒井・林の姉を主人公とした作  

品では家族の中で姉という立場に責任を持たせようとする作者の意図を感じさせる。rあ  

さえとちいさいいもうと』は母親が買い物に行った問，妹のお守りを頼まれ妹を見失って  

しまったあさえのとまどいと緊張感を描いている。『いもうとのにゆういん』は盲腸の手  

術のため入院した殊に対する，姉としての愛情と一人家に残された孤独感・不安感を描い  

ている。姉という立場だけにかかる責任感の重さは，姉に母親役剖の代行という性役割を  

当てはめていることから生じている。   

さらに，林は神沢とのコンビで，『いっていらっしゃい，いってきますJを作り，共働  

き家族の生活を『こどものとも』にはじめて登場させた。共働き核家族のこどもである主  

人公は，画家の父親に送られて保育園で一日を過ごす。夕方のお迎えは母親である。夕食  

のための買い物をしながら，子どもの道草にもつきあう母親の姿には，時折疲れが感じら  

れる。父親は，画面でみる限り家事分担は，朝，保育園へ送っていく姿だけが措かれている。   

rおとうさん」（339）は専業主婦とサラリーマンのこどもが二人いる核家族の生活を措  

いた作品である。せりふの一つもない作品であるが，時折画面に現れる時計によって通勤  

に1時間20分かかる様子がわかる。終業後，30分ほど息抜きをして父親は帰宅するが，  

こども達はもう床につく直前である。裏表戟の休日の風景からは日曜日に家族サービスを  

する父親の様子がうかがえるが，家事育児は母親の役乳父親は外で働く性別役割が固定  

している。   

家事労働については，Ⅰ期には『ぐりとぐら』（93）が男性の料理への参加の肴極性を  

見せたが，それ以降進展の様子は見られなかった。ノルウェーの昔話の再話，『しごとを  

とりかえたおやじさん』（224）は気楽そうに見える妻の仕事を交替してみると失敗ばかり  

の男の静。妻が昼前の仕事を終えて帰宅してみると，終わっているはずの仕事はすべてや  

りかけで，家の中は大混乱になっている。男女差別については進歩的であるはずの北欧の  

昔話にも性別役割は固定していた時期もあったのかと気づかされ興味深い。妻の仕事が種  

類が多く，同時進行させるのにはかなりの力量が必要であるという描き方をしている点で  

は専業主婦に対しての評価が高いことを感じさせる。『せんたくかあちゃんJ（269）の主  

人公は家事を自己実現の手段ととらえている。洗濯の大好きなかあちゃんは，たらいと洗  

藩校で何もかも洗ってしまう。薄汚れた男（かみなりさま）をきれいに洗濯し自分好みの  

顔に作り替てしまうと他の男（かみなり）達もかあちゃんのところへ「いい男にしてくれ」  

とやってくる。作者のさとうわきこは，元気の出るような話を作りたかったそうだが，作  

者の意図に合鼓した女性のバイタリティーを感じさせる作品である。   
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Ⅱ期は，社会的な動きの中で，従来の固定していた観念を残しながらも，新しい考え方  

を作品の中に反映させようとする意気込みに基づいた作品づくりの布石が，行われた時期  

である。  

361－504号，198臥4－1998．3）  テキストについては女性優位が維持さ  

れ，イラストレーションは男女均衡と言えるこの時期は，性別で固定するのではなく，主  

人公の行動や性格の中に個性として盛り込まれるようになった。   

勇敢な女の子や涙をこぼす男の子が，その子の個性の一面として表現されるようになっ  

た。『ちょろりんのすてきなセーター』（369），『ちょろりんととっけ－』（414）はトカゲの  

男の子を主人公とした作品である。はっぱ色のセーターをほしがるが，手に入らないと涙  

ぐむおしゃれな部分や弟のとっけ－をうるさくは思っているが，見えなくなれば心配する  

幼いものを養護する，従来の男の子（兄）には無かった個性が主人公に与えられた。同様に，  

従来の女の子像とは異なる女の子も登場した。どろんこ遊びのあと，お風呂に入っている  

ところヘヤってきたオオカミに，お湯をかけてやっつけてしまうな－ちゃん（『な－ちゃ  

んとおおかみ』（375）），キャベツを投げつけて親友である子豚をオオカミから救い出す『ゆ  

うこのキャベツぼうし」（493），魔女の落としたほうきにのって空を飛ぶうち，魔女にほ  

うきを奪い返され空から落ちても，懲りずにまた新しいほうきを探す『まじょのおとしも  

の』（491）には，個性的で行動的な女主人公が登場した。その他，何冊かにわたって成長  

の過程を追うシリーズが誕生した。女の子の成長過程は，Ⅱ期にも，祖母の援助によって  

幸福をもたらす「てんさらばさら」の言い伝えの呪縛から解放される『てんさらばさらて  

んさらばさら』（322）があるが，一冊で完結する作品であった。『ねぼすけスーザのおかい  

もの』（419），『ねぼすけスーザとやぎのダリア』（438），『ねぼすけスーザとあかいトマト』  

（470），『ねほすけスーザのセーター』（501）では，スペインの小さな村におばさんと住む  

女の子の日常生活の中での成長を措いている。おばさんの誕生日に自分のできる範囲で素  

敵なプレゼントをつくる，山羊の出産に立ち会う，市へトマトを売りに行く，近所の人々  

から頼まれた用事をするという，小さな出来事を経験する過程で成長をしていく様子が  

「きょうはちょっとちがいます。」という作者の着目によって描き出される。困難や気落  

ちをしたときに発想を転換し，新しい行動を起こす明るさ・積極性・柔軟性を主人公は  

持っている。それまでの「ぐりとぐら」，「たろう」の同一主人公が登場するエピソードを  

切り取った，関連性のない独立した話を集めてシリーズを構成するのではなく，経験を積  

み重ねて成長を描く新しいシリーズがつくられた。   

老人像，特におばあさんについても同じような変化がみられる。過去のおばあさん像は  

受け身の消極的なものであったが，Ⅱ期の終わりから頼もしい，能動的なおばあさんが登  

場した。ばばばあちゃんシリーズの主人公は，自立した生活に加えて，ユニークな発想で  

自分自身の生活をエンジョイし，他人の迷惑にならないぎりぎりのところで自由奔放に暮  

らしている。長雨の退屈さをしのぐ方法に頭を使うのではなく，長雨をどうしたら止めら  

れるか・‥Fあめふり』（338）。こども達のどろんこ遊びを注意するのではなく，自分自身  

も楽しむ…『どろんこおそうじ』（362）。4月になったら外で昼寝をするために，自分た  

ちで春を呼んでしまう…Fたいへんなひるね』（385）。寒い雪の日室内で暖まろうと遊ん  

でいる内に足の折れたベッドをそりに改造する…『そりあそび』（407）。たくさん荷物を持っ  

て山登りをする大変さを解消するために，山を近くに作ってしまう…『やまのぼり』（421）。   
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いつも元気なばばばあちゃんが珍しく寝込んでいるのを心配していたら，実はアヒルの卵  

を暖めていた…『あひるのたまご』（469）。どの作品もこどもの読者には笑いをこどもの  

傍らにいる母親には元気を与えてくれる。rあひるのたまごJのばばばあちゃんの子育て  

支援活動は，1995年から具体的に実施されるようになったエンゼルプランの影響を受  

けているとも考えられる。ばばばあちゃんに対応するような個性的なおじいさん像は，504  

号までは登場していな∨一－7－。女性の社会進出が進んできた影響か，猟師（『カンジカおば  

あさんのおきゃくになったうさぎ』（456）），医者（『おなべおなべにえたかな』（468））には，  

職業を持つおばあさんが措かれている。   

きょうだい関係の変化は，前述の弟に心を配る兄，『ちょろりんととっけ－』にみられ  

たが，継承はされず『たけし』（兄弟・411）の兄は，自分のことだけ考えて行動し年長者  

という自覚に欠け，『まほうのえのぐ』（兄妹・445）は妹のいたずらを容認するのに止まっ  

ている。Ⅱ期の姉を主人公とした林の作品では家族関係の中で姉という立場を理解し，時  

によって責任をとろうとする姿勢があった。姉には母役割の代行という性役割を当てはめ，  

兄に対して幼いものを保護しようとする親的役割代行のその意図はみられない。   

『ふくのゆのけいちゃん』（446）は，自営業の家族の一日を措く。母親は家族内従事者  

として家事と並行して風呂場の掃除や番台に座る。父親は薪をこなし風呂を沸かすが家事  

に参加する様子は見られない。Ⅱ期の『おとうさん』と同一作者のためか，依然として性  

別役割分業の固定がみられる。しかし，『おやすみなおちゃん』（457）は，弟が生まれた姉  

の心境を中心にしている作品だが，作者の意図は性別役割分業観の打破にある8）。乳児  

のいる家庭の母親は忙しく，もう一人の育児担当者である父親に協力してもらわなければ  

ならない。ごく自然に主人公と遊びながらアイロンかけをし，主人公と共にお風呂に入る  

お父さんの姿が措かれ，性別役割の流動性が展開している。Ⅲ期はⅡ期の社会的な動きに  

よって，作品に反映されつつあったものが定着した時期と言える。しかし，女性主人公に  

その定着が偏っているように見える。この偏りは，テキスト作家に占める女性の比率が高  

くなったことが大きな理由として考えられるが，性差に拘りすぎたための反動，いわゆる，  

ジェンダー・ バイヤスの現れと受け止めることもできる。  

Ⅴ．ぁ わ り に  

戦後の絵本の歴史の中で性差がどのように関わっているか，月刊予約絵本，『こどもの  

とも』を資料として作家と主人公に着目して分析と考察を行った。社会的に女性の地位向  

上を図る運動が走者する1977年頃から男女の措かれ方に変化の兆しがみられることが  

明らかになった。今後はテキスト及びイラストレーション作家が同性と異性の登場人物を  

どのように措き分けているか，言葉ぼかりでなく背景にも目を向けた，より細かい分析が  

必要であると考えられる。読者であるこども達は，主人公，ストーリー，せりふからばか  

りでなく絵本の場面の隅々や表紙から様々なメッセージを受け止めている。共働き家庭を  

舞台に展開する話の背景にくつろいでお茶を飲みながら家族団らんをするおとうさんと，  

それに背を向けて，忙しく食事の後かたづけをするお母さんの後ろ姿が措かれていたら，  

読者はどんなメッセージを受け止めるだろうか。男女が共に参加する社会づくりを担うこ  

ども逮のために，人間には一人一人違った個性があり，それを生かす生き方が誰にでも認   
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められることを，また，それを受け入れる感性を育てていかなければならない。そのため  

には，単に伝統的な性別役割を入れ替えるのではなく，「らしさ」にとらわれない魅力的  

な主人公が活躍する絵本づくりが望まれる。   

rこどものともJ504号まで再読する際に，東京都立日比谷図書館児童資料室，盛岡市立図  

書館児童室のみなさん，岩手大学教育学部附属幼稚園副園長笹原裕子先生，小椋朗子さん（平成  

8年皮保育学研究量所属）のご協力をいただいた。厚く感謝を申し上げます。   

1） 落合恵美子「ビジュアル・イメージとしての女」（「日本女性生活史』第5巻 現代  

東京大学出版会，1990）   

2） きどのりこ「ジェンダーによる差別の軽やかな無化を日ざして」（r日本児童文学J41  

巻11号1995．11）   

3）藤枝清子「絵本にみる女（の子）像・男（の子）像」（r講座主婦』第1巻 汐文社，1983）   

4） 三宅興子編r日本における子ども絵本成立史J（ミネルヴァ書房，1997）   

5）r母の友」に掲載の童話がrこどものともの」絵本のテキストに使用された例には，「ぐ  

りとぐら」，「ぞうのたまごのたまごやき」，「ねずみのおいしゃさま」，「たろうのばけつ」  

など多数ある。  

6）「福音館書店の歩みJ（福音館ニュース211号付録，1992．2）   

7）506号に個性のあるおじいさんを主役とした作品が作られている（「おじい さんのつ  

るつるかぼちゃ」）。   

8） 安江リエ 「絵本のたのしみ」（rこどものともj 457号付録1994）  

引用したーこどものとも」の作品   

44号「かいたくちのみゆきちゃん」水口 健作，坂本直行絵   

51号「たろうのばけつ」渡辺桂子作，堀内誠一絵   

59号「みゆきちゃんまちへいく」永口 健作，坂本直行絵   

70号「たろうのともだち」渡辺桂子作，堀内誠一絵   

る5号「たろうのおでかけ」村山桂子作，堀内誠一絵   

89号「てじなしとねこ」グロード岡本作・絵   

93号「ぐりとぐら」なかがわりえこ と おおむらゆりこ  

104号「たからさがし」なかがわりえこ と おおむらゆりこ  

129号「ぐりとぐらのおきゃくさま」なかがわりえこ と やまわきゆりこ  

133号「たろうのともだち」村山桂子作，堀内誠一絵  

165号「おばあさんのスプーン」神沢利子作，富山妙子絵  

171号「だれかがパイをたべにきた」神沢利子作，井上洋介絵  

196号「のんびりおじいさんとねこ」西内みなみ作，和歌山静子絵  

206号「いちごばたけのちいさなおぼあさん」わたりむつこ作，中谷千代子絵  

224号「しごとをとりかえたおやじさん」ノルウェーの昔話 山越一夫再話，山崎英介絵   
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230号「おばあさんのいないまに」なかのひろたか作・絵  

240号「はじめてのおつかい」筒井頼子作，林 明子絵  

254号「66このたまご」おくやまたえこ作・絵  

263号「いたずらおばけ」イギリス民話 瀬田貞二再話，和田義三絵  

269号「せんたくかあちゃん」さとうわきこ作・絵  

278号「あさえとちいさいいもうと」筒井頼子作，林 明子絵  

318号「まいごのまめのつる」こだまともこ作，おりもきょうこ絵  

322号「てんさらばさら てんさらばさら」わたりむつこ作，ましませつこ絵  

323号「いもうとのにゆういん」筒井頼子作，林明子絵  

33る号「あめふり」さとうわきこ作・絵  

339号「おとうさん」秋山ともこ作・絵  

362号「どろんこおそうじ」さつわきこ作・絵  

369号「ちょろりんのすてきなセーター」降矢なな作・絵  

375号「な－ちゃんとおおかみ」多田ひろみ作，柳生弦一郎絵  

385号「たいへんなひるね」さとうわきこ作・絵  

407号「そりあそび」さとうわきこ作・絵  

411号「たけし」中西恵子作・絵  

414号「ちょろりんととっけ－」降央なな作・絵  

419号「ねぽすけスーザのおかいも」広野多珂子作・絵  

421号「やまのぽり」さとうわきこ作・絵  

438号「ねぼすけスーザとやぎのダリア」広野多珂子作・絵  

445号「まほうのえのぐ」林 明子作・絵  

446号「ふくのゆのけいちゃん」秋山とも子作・絵  

456号「カンジカおばあさんのおきゃくになったうさぎたち」エヴュンキ民話，アンナ  

ガルフ再話・内田荊淳子訳，小野かおる絵  

457号「おやすみなおちゃん」安江リエ作，重石真子絵  

468号「おなべおなべにえたかな？」こいでやすこ作・絵  

469号「あひるのたまご」さとうわきこ作・絵  

470号「ねぼすけスーザとあかいトマト」広野多珂子作・絵  

491号「まじょのおとしもの」油野誠一作・絵  

493号「ゆうこのキャベツほうし」やまわきゆりこ作・絵  

501号「ねぼすけスーザのセーター」広野多珂子作・絵   




